
	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「企業会計と会計公準」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第１編 財務会計の基礎
第１章　企業会計と会計公準
第２章　企業会計制度


１　単元の目標
(1) 企業会計の役割について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
(2)　企業会計と会計公準の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する力を養う。
(3) 企業会計を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	企業会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	企業会計と会計公準の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する力を養うことができている。
	企業会計を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。




３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 企業会計
2 財務会計と管理会計
3 情報提供機能と利害調整機能
4 会計公準

	企業会計制度について理解し、その機能について考察する。



・　財務会計の特徴を管理会計の特徴と対比することで理解する。

・　財務会計の機能について、話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、その機能が果たす役割を考察する。


	



知



思
	








〇
	




・　財務会計と管理会計の特徴について理解し、分類できる技術を身に付けている。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ 　  

・　財務会計の機能について、情報提供機能と利害調整機能の理論と実務に関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ



	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「企業会計制度」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第１編 財務会計の基礎
第１章　企業会計と会計公準
第２章　企業会計制度


１　単元の目標
(1) 企業会計制度について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 企業会計制度の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 企業会計制度を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	企業会計制度について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	企業会計制度の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する力を養うことができている。
	企業会計制度を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う























３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 企業会計制度とは
2 企業会計に関する法律
3 会社法会計と金融商品取引法会計における財務諸表の種類
4 企業会計原則
5 一般原則
6 重要性の原則
7 企業会計基準

	企業会計に関する法律を理解し、企業会計原則の機能について考察する。



・　企業会計に関する財務諸表の機能について、各法律の特徴と対比することで理解する。

・　財務諸表の機能について、話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、その機能が果たす役割を考察する。
	



知



主
	



〇




	
・　企業会計制度の意義や重要性を理解し、ビジネスに携わる者として自ら学ぼうとしている。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ

・　財務諸表の機能について理解し、企業会計原則ならびに一般原則を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  









	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「貸借対照表の概要」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 貸借対照表について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 貸借対照表の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 貸借対照表を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	貸借対照表について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	貸借対照表の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	貸借対照表を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 貸借対照表の役割
2 貸借対照表の表示区分
3 貸借対照表の形式


	貸借対照表の形式や項目を理解し、貸借対照表の機能について考察する。



・　貸借対照表の形式や項目の特徴を理解し、分類できるようにする。

・　貸借対照表の機能について、話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、その機能が果たす役割を考察する。


	



知



思
	








〇
	




・　貸借対照表の形式や項目を理解し、分類できる技術を身に付けている。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　貸借対照表の機能について、資金の調達源泉と資金の運用形態と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「資産の分類と評価」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 資産の分類と評価について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 資産の分類と評価の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 資産の分類と評価を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	資産の分類と評価について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	資産の分類と評価の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	資産の分類と評価を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 資産の分類
2 資産の評価
3 資産の評価基準

	資産とは何かを理解し、資産を分類する意義を考察する。



・　資産とは何かを理解し、基準をもとに分類できるようにする。

・　資産の分類について、話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、その価値が表す意味を考察する。


	



知



思
	



〇




	




・　資産とは何かを理解し、評価基準をもとに分類できる技術を身に付けている。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ

・　資産の評価について、原価基準と時価基準の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ






























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「負債の分類」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 負債の分類について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 負債の分類の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 負債の分類を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	負債の分類について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	負債の分類の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	負債の分類を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。














３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 負債の分類

	負債の分類を理解し、負債を分類する意義を考察する。



・　負債とは何かを理解し、基準をもとに分類できるようにする。

・　負債の分類の目的について、話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、その価値が表す意味を考察する。


	


知



思
	



〇




	



・　負債とは何かを理解し、評価基準をもとに分類できる技術を身に付けている。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　負債の評価について、営業循環基準と１年基準の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ
































	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「現金預金」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 現金預金について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 現金預金の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 現金預金を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	現金預金について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	現金預金の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	現金預金を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。
















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 現金預金
2 銀行勘定との不一致の調整
3 現金預金の貸借対照表における表示

	現金預金とは何かを理解し、現金預金に関する取引を考察する。



・　現金預金とは何かを理解し、現金預金に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　現金預金の貸借対照表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、勘定科目と表示項目の関係について考察する。

	



知



主
	








〇
	




・　現金預金に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　現金預金に関する取引や貸借対照表における表示について、自ら考え、学ぼうとしている。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ































	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「金銭債権」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 金銭債権について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 金銭債権の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 金銭債権を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	金銭債権について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	金銭債権の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	金銭債権を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 金銭債権
2 受取手形と売掛金
3 クレジット売掛金
4 保証債務

	金銭債権とは何かを理解し、金銭債権に関する取引を考察する。



・　金銭債権とは何かを理解し、金銭債権に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　金銭債権の貸借対照表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、売上債権と営業外債権の関係について考察する。
	


知



主
	


〇



	



・　金銭債権に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  


・　金銭債権に関する取引や貸借対照表における表示について、自ら考え、学ぼうとしている。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ






























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「電子記録債権・電子記録債務」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法



１　単元の目標
(1) 電子記録債権・電子記録債務について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 電子記録債権・電子記録債務の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 電子記録債権・電子記録債務を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	電子記録債権・電子記録債務について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

	電子記録債権・電子記録債務の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	電子記録債権・電子記録債務を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。














３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 電子記録債権・電子記録債務とは
2 電子記録債権の処理
3 電子記録債務の処理

	電子記録債権・電子記録債務とは何かを理解し、電子記録債権・電子記録債務に関する取引を考察する。



・　電子記録債権・電子記録債務とは何かを理解し、電子記録債権・電子記録債務に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　電子記録債権・電子記録債務の貸借対照表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、売上債権と営業外債権の関係について考察する。

	



知



主
	








〇



	



・　電子記録債権・電子記録債務に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  


・　電子記録債権・電子記録債務に関する取引や貸借対照表における表示について、自ら考え、学ぼうとしている。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ




























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「棚卸資産」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 棚卸資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 棚卸資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 棚卸資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	棚卸資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	棚卸資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	棚卸資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。
















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 棚卸資産とは
2 棚卸資産の取得原価
3 棚卸資産の費用配分
4 棚卸資産の費用配分額の算定
5 棚卸資産の期末評価
6 売価還元法

	棚卸資産とは何かを理解し、棚卸資産に関する取引を考察する。



・　棚卸資産とは何かを理解し、棚卸資産に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　棚卸資産の貸借対照表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、資産の評価と費用配分の関係について考察する。

	

知



思
	



〇




	



・　棚卸資産に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　棚卸資産について、数量の計算方法と単価の計算方法の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ



























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「有価証券」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 有価証券について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 有価証券の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 有価証券を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	有価証券について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	有価証券の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	有価証券を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。
















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 有価証券の分類
2 有価証券の取得原価と端数利息
3 売買目的有価証券の期末評価
4 満期保有目的の債券の期末評価
5 子会社株式・関連会社株式の期末評価
6 その他有価証券の期末評価
7 有価証券の減損処理

	有価証券とは何かを理解し、有価証券に関する取引を考察する。



・　有価証券とは何かを理解し、有価証券に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　有価証券の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、保有目的別の分類と期末評価について考察する。

	



知




思
	



〇




	



・　有価証券に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　有価証券について、保有目的別の分類と期末評価の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ


























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「有形固定資産」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 有形固定資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 有形固定資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 有形固定資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	有形固定資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	有形固定資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	有形固定資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。














３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 有形固定資産とは
2 建設仮勘定
3 取得原価の決定
4 減価償却
5 減価償却費の記帳方法
6 有形固定資産の期末評価
7 資本的支出と収益的支出（改良と修繕）
8 固定資産の除却と買い換え
9 固定資産の滅失
10 貸借対照表と損益計算書における表示

	有形固定資産とは何かを理解し、有形固定資産に関する取引を考察する。



・　有形固定資産とは何かを理解し、有形固定資産に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　有形固定資産の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、期末評価と減価償却における費用配分ついて考察する。


	



知




思
	



〇




	



・　有形固定資産に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　有形固定資産について、期末評価と減価償却における費用配分の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ




















	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「リース取引」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) リース取引について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) リース取引の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) リース取引を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	リース取引について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	リース取引の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	リース取引を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 リース取引とは
2 リース取引の分類
3 ファイナンス・リース取引の処理
4 所有権移転と所有権移転外
5 所有権移転外ファイナンス・リース取引
6 オペレーティング・リース取引の処理

	リースとは何かを理解し、リースに関する取引を考察する。



・　リースとは何かを理解し、リースに関する取引について仕訳ができるようにする。

・　リースの財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、取得価額の算定方法と減価償却における費用配分ついて考察する。

	



知




思
	









〇




	



・　リースに関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ


  

・　リース取引について、取得価額の算定と減価償却における費用配分の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ



























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「無形固定資産」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 無形固定資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 無形固定資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 無形固定資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	無形固定資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	無形固定資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	無形固定資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。













３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 無形固定資産とは
2 法的資産の処理
3 のれんの処理
4 無形固定資産の期末評価額


	無形固定資産とは何かを理解し、無形固定資産に関する取引を考察する。



・　無形固定資産とは何かを理解し、無形固定資産に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　無形固定資産の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、取得価額の算定方法や償却方法について考察する。

	


知




思
	









〇




	



・　無形固定資産に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　無形固定資産について、取得価額の算定方法や償却方法の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ



























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「研究開発費とソフトウェア」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 研究開発費とソフトウェアについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 研究開発費とソフトウェアの処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 研究開発費とソフトウェアを理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	研究開発費とソフトウェアについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	研究開発費とソフトウェアの処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	研究開発費とソフトウェアを理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。







３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 研究開発費とは
2 研究開発費の会計処理
3 開発費
4 自社利用のソフトウェア

	研究開発費およびソフトウェアについて理解し、研究開発費およびソフトウェアに関する取引を考察する。



・　研究開発費およびソフトウェアとは何かを理解し、研究開発費およびソフトウェアに関する取引について仕訳ができるようにする。

・　研究開発費およびソフトウェアの財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、資産および費用の計上について考察する。


	



知




思
	









〇




	



・　研究開発費およびソフトウェアに関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　研究開発費およびソフトウェアについて、資産および費用の計上について考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ


























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「引当金」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 引当金について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 引当金の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 引当金を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	引当金について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	引当金の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	引当金を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。
















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 引当金とは
2 引当金の分類
3 役員賞与引当金
4 退職給付引当金

	引当金とは何かを理解し、引当金に関する取引を考察する。



・　引当金とは何かを理解し、引当金に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　引当金の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、引当金の分類や見積もり方法について考察する。
	



知




思
	



〇










	



・　引当金に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ


  

・　引当金について、分類や見積もり方法の特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ






	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「純資産（その１）」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 純資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 純資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 純資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	純資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	純資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	純資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。
















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 純資産とは
2 純資産の分類
3 設立時の株式の発行
4 増資時の株式の発行
5 株主資本の計数の変動
6 当期純利益の繰越利益剰余金勘定への振り替え
7 剰余金の配当と剰余金の処分
8 合併

	純資産とは何かを理解し、純資産に関する取引を考察する。



・　純資産とは何かを理解し、純資産に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　純資産の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、純資産の分類や剰余金の配当および処分について考察する。

	


知




思
	


〇










	



・　純資産に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　純資産に関する分類や剰余金の配当および処分について特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ
























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「純資産（その２）」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 純資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 純資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 純資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	純資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	純資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	純資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。
















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 自己株式とは
2 自己株式の取得
3 自己株式の処分
4 自己株式の消却
5 その他資本剰余金の残高がマイナスになったとき

	自己株式とは何かを理解し、自己株式に関する取引を考察する。



・　自己株式とは何かを理解し、自己株式に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　自己株式の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、自己株式の取得および処分、消却について考察する。


	


知




思
	


〇










	



・　自己株式に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　自己株式の取得および処分、消却について特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ


























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「純資産（その３）」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 純資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 純資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 純資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	純資産について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	純資産の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	純資産を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 新株予約権とは
2 新株予約権を発行したとき
3 新株予約権が権利行使されたとき
4 権利行使期間が満了したとき

	新株予約権とは何かを理解し、新株予約権に関する取引を考察する。




・　新株予約権とは何かを理解し、新株予約権に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　新株予約権の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、新株予約権の発行および権利行使について考察する。

	


知




思
	


〇










	



・　新株予約権に関する取引について仕訳ができる。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　新株予約権の発行および権利行使について特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ



























	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「貸借対照表の作成方法」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第２編 貸借対照表
第３章　貸借対照表の概要
第４章　資産の分類と評価 第５章 負債の分類　
第６章　現金預金　第７章　金銭債権
第８章　電子記録債権・電子記録債務
第９章　棚卸資産　第10 章　有価証券
第11 章　有形固定資産　第12 章リース取引
第13 章　無形固定資産
第14 章　研究開発費とソフトウェア
第15 章　引当金　第16 章　純資産（その１）
第17 章　純資産(その２)第18 章純資産(その３)
第19 章　貸借対照表の作成方法


１　単元の目標
(1) 貸借対照表の作成方法について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 貸借対照表の作成方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 貸借対照表の作成方法を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	貸借対照表の作成方法について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	貸借対照表の作成方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	貸借対照表の作成方法を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 誘導法と棚卸法とは
2 貸借対照表の作成原則
3 資産と負債の配列方法
4 貸借対照表に関する注記
5 貸借対照表の作成例

	貸借対照表の作成原則を理解し、貸借対照表を作成方法や注記について考察する。



・　誘導法・棚卸法とは何かを理解し、貸借対照表を作成する技術を身につける。

・　貸借対照表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、貸借対照表の作成方法について考察する。
	


知




思
	


〇










	



・　誘導法・棚卸法について理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　貸借対照表における表示方法について特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ






	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「損益計算書の概要」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) 損益計算書について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 損益計算書の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 損益計算書を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	損益計算書について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	損益計算書の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	損益計算書を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。



















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 損益計算書の役割
2 損益計算書の形式
3 損益計算書の表示区分

	損益計算書の形式や項目を理解し、損益計算書の機能について考察する。



・　損益計算書の形式や項目の特徴を理解し、分類できるようにする。

・　損益計算書の機能について、話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、その機能が果たす役割を考察する。

	



知



思
	








〇
	




・　損益計算書の形式や項目を理解し、分類できる技術を身に付けている。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　損益計算書の機能について、営業損益計算や経常損益計算、純損益計算と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ






	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「損益計算の基準」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) 損益計算書の基準について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 損益計算書の基準の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 損益計算書の基準を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	損益計算書の基準について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	損益計算書の基準の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	損益計算書の基準を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。



















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 期間損益計算とは
2 損益の認識基準
3 費用収益対応の原則
4 収益・費用の認識基準のまとめ
5 収益・費用の測定基準

	損益計算の基準を理解し、収益および費用の認識基準について考察する。



・　発生主義や収益認識に関する会計基準について理解している。

・　収益および費用の認識基準の違いについて、話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、損益の認識基準が果たす役割を考察する。

	


知



思
	







〇
	




・　発生主義や収益認識に関する会計基準を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　収益および費用の認識基準の違いについて、期間損益計算や費用収益対応の原則と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「役務の提供と工事契約」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) 役務の提供と工事契約について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 役務の提供と工事契約の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 役務の提供と工事契約を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。


２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	役務の提供と工事契約について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	役務の提供と工事契約の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	役務の提供と工事契約を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。


















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 役務の提供
2 工事契約

	役務および工事契約とは何かを理解し、役務および工事契約に関する取引を考察する。




・　役務および工事契約とは何かを理解し、役務および工事契約に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　役務および工事契約の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、役務および工事契約に関する収益および費用の認識について考察する。

	



知



思
	







〇
	




・　役務および工事契約に関する会計基準を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　役務および工事契約について、収益および費用の認識基準と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「掛け代金の割引き」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) 掛け代金の割引きについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 掛け代金の割引きの処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 掛け代金の割引きを理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	掛け代金の割引きについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	掛け代金の割引きの処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	掛け代金の割引きを理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。



















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 割引きとは
2 仕入割引
3 売上割引

	割引きとは何かを理解し、割引きに関する取引を考察する。




・　割引きとは何かを理解し、割引きに関する取引について仕訳ができるようにする。

・　仕入割引および売上割引の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、割引きに関する収益および費用の認識について考察する。

	


知



思
	







〇
	




・　割引きに関する会計基準を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  

・　割引きについて、収益および費用の認識基準と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「外貨建取引」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) 外貨建取引ついて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 外貨建取引の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 外貨建取引を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	外貨建取引ついて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	外貨建取引の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	外貨建取引を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 外貨建取引とは
2 輸入時の処理
3 輸出時の処理
4 決算時の処理
5 為替予約
6 損益計算書における表示

	外貨建とは何かを理解し、外貨建に関する取引を考察する。



・　外貨建とは何かを理解し、外貨建に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　外貨建の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、外貨建取引に関する収益及び費用の認識について考察する。

	


知



思
	







〇
	



・　外貨建に関する取引を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  


・　外貨建取引について、収益および費用の認識を為替相場と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「法人税等と税効果会計」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) 法人税等と税効果会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 法人税等と税効果会計の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 法人税等と税効果会計を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	法人税等と税効果会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	法人税等と税効果会計の処理の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	法人税等と税効果会計を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 法人税・住民税及び事業税
2 課税所得の算定
3 税効果会計とは
4 将来減算一時差異と将来加算一時差異
5 将来減算一時差異の会計処理
6 貸倒引当金の繰入限度超過額
7 減価償却費の償却限度超過額
8 その他有価証券の評価差額
9 税効果会計における勘定科目の表示方法

	税効果会計とは何かを理解し、税効果会計に関する取引を考察する。



・　税効果会計とは何かを理解し、税効果会計に関する取引について仕訳ができるようにする。

・　税効果会計の財務諸表における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、税効果会計に関する収益及び費用の認識について考察する。

	

知



思
	







〇
	



・　税効果会計に関する取引を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  


・　税効果会計について、収益及び費用の認識を課税所得と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「損益計算書の作成方法」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) 損益計算書の作成方法について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 損益計算書の作成方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 損益計算書の作成方法を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	損益計算書の作成方法について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	損益計算書の作成方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	損益計算書の作成方法を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。



















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 損益計算書の作成原則
2 損益計算書に関する注記
3 損益計算書の作成例

	損益計算書の作成原則を理解し、損益計算書の作成方法や注記について考察する。



・　費用収益対応表示の原則や総額主義の原則とは何かを理解し、損益計算書を作成する技術を身につける。

・　損益計算書における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、損益計算書の作成方法について考察する。
	


知




思
	


〇










	



・　費用収益対応表示の原則や総額主義の原則について理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　損益計算書における表示方法について特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「その他の財務諸表」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 3編 損益計算書
第20 章　損益計算書の概要
第21 章　損益計算の基準
第22 章　役務の提供と工事契約
第23 章　掛け代金の割引き
第24 章　外貨建取引
第25 章　法人税等と税効果会計
第26 章　損益計算書の作成方法
第27 章　その他の財務諸表


１　単元の目標
(1) その他の財務諸表について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) その他の財務諸表の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) その他の財務諸表を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	その他の財務諸表について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	その他の財務諸表の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	その他の財務諸表を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。




















３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 株主資本等変動計算書とは
2 株主資本等変動計算書の様式
3 株主資本等変動計算書の作成例
4 注記表の作成
5 附属明細書

	その他の財務諸表を理解し、その他の財務諸表の作成方法や注記について考察する。



・　株主資本等変動計算書とは何かを理解し、株主資本等変動計算書を作成する技術を身につける。

・　株主資本等変動計算書における表示方法について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、株主資本等変動計算書の作成方法について考察する。
	


知




思
	


〇










	



・　株主資本等変動計算書について理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　株主資本等変動計算書における表示方法について特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ディスクロージャー制度」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 4編 財務諸表の活用
第28 章　ディスクロージャー制度
第29 章　財務諸表分析


１　単元の目標
(1) ディスクロージャー制度について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) ディスクロージャー制度の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) ディスクロージャー制度を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	ディスクロージャー制度について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	ディスクロージャー制度の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	ディスクロージャー制度を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 利害関係者
2 ディスクロージャー制度

	利害関係者とは何かを理解し、ディスクロージャー制度について考察する。




・　利害関係者とは何かを理解する。

・　ディスクロージャー制度について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、ディスクロージャー制度の趣旨について考察する。
	


知




思
	


〇










	



・　利害関係者について理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　


  

・　ディスクロージャー制度の趣旨について特徴を踏まえながら考察している。
　観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「財務諸表分析」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 4編 財務諸表の活用
第28 章　ディスクロージャー制度
第29 章　財務諸表分析


１　単元の目標
(1) 財務諸表分析について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 財務諸表分析の方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 財務諸表分析を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	財務諸表分析について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	財務諸表分析の方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。

	財務諸表分析を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。























３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 財務諸表分析とは
2 財務諸表分析の方法
3 関係比率法による分析
4 安全性分析
5 収益性分析
6 成長性分析
7 企業間比較分析
8 構成比率法による分析
9 趨勢法による分析
10 実数法による分析
11 連結財務諸表を用いた分析

	財務諸表分析の目的を理解し、さまざまな分析方法から企業の財務状況を考察する。



・　財務諸表分析の目的とは何かを理解し、さまざまな角度から分析する技術を身につける。

・　企業の財務状況について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、企業の財務諸表分析について考察する。

	



知



思
	







〇
	



・　財務諸表分析に関する分析方法を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  


・　企業の財務状況について、分析した結果と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





	商業科　「財務会計１」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「連結財務諸表」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
発 展 連結財務諸表
第30 章　連結財務諸表


１　単元の目標
(1) 連結財務諸表について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
(2) 連結財務諸表の作成方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
(3) 連結財務諸表を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	連結財務諸表について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
	連結財務諸表の作成方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する。
	連結財務諸表を理解する力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 連結財務諸表の作成
2 支配獲得日の連結
3 子会社の資産・負債の時価評価
4 投資と資本の相殺消去
5 支配獲得後１期目の連結
6 連結財務諸表の表示例

	連結財務諸表とは何かを理解し、連結財務諸表に関する取引について考察する。



・　連結財務諸表とは何かを理解し、さまざまな角度から分析する技術を身につける。

[bookmark: _GoBack]・　企業の財務状況について話し合い、自分の発言と他者の発言を区別しながら、企業の財務諸表分析について考察する。
	


知



思
	







〇
	



・　連結財務諸表に関する連結修正仕訳を理解している。
ﾜｰｸｼｰﾄ・小ﾃｽﾄ 　  


・　連結財務諸表の作成について、実務と関連付けて考察している。
観察・ﾜｰｸｼｰﾄ





32

